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協会けんぽ2021（令和3）年度決算（見込み）のお知らせ

2021 年度決算は、前年度から一転して、減少していた
医療費の反動増等によって医療費が新型コロナの感染
拡大前の水準を上回り、支出が大きく増加しました。そ
のため、2021年度決算の収支差は2,991億円となり、
前年度の6,183億円から大幅に減少しました。
※詳しくは、協会けんぽホームページをご覧ください。

2021年度決算(見込み)
収　入　　11兆1,280億円　（＋3,630億円）

支　出　　10兆 8,289億円　（＋6,822億円）

収支差　　　　  2,991億円　（▲3,192億円）

準備金　　 4兆 3,094億円　（＋2,991億円）

※　（　）内は、対前年度比。
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保険料収入 88.6％
被保険者・事業主の皆さ
まに納めていただいている
保険料

支出
約10.8兆円

収入
約11.1兆円

健診・保健指導経費 1.2％

その他の支出 1.9％
協会事務費 0.7％ その他の収入 0.2％

国からの補助金11.2％

保険給付費 61.9％
協会けんぽが医療機関に
支払う費用や、傷病手当
金等の支払いに要する費用

高齢者医療への拠出金等 34.3％
高齢者の皆さまの医療費の一部を現役世
代が負担しています。その額は、支出の
約1/3を占め、重い負担になっています。
今後、団塊の世代が 75 歳以上となるこ
とによって、特に 2023 年度以降、高
齢者医療への拠出金の増加が見込まれ
ています。

2021年度の決算（見込み）のポイント 医療分

2021年度の決算は黒字額が大幅に減少しましたが、協会けんぽの財政は今後どのような見通しなのでしょうか？

協会けんぽの財政は、以下の理由から楽観を許さない状況です。
　・被保険者数の伸びが鈍化傾向にあることや、不透明さを増す経済状況等によって、コロナ禍前のような保険料収入
　　の増加が今後も続くとは期待できません。
　・支出面では、医療給付費がコロナ禍前の水準を上回って推移していることや、今後、団塊の世代が75歳になり始め、
　　後期高齢者が増加することによって、高齢者医療への拠出金の増加が見込まれています。こうした状況を踏まえ、
　　協会は、将来を見据えて、加入者の健康増進の取り組みを中心とした医療費の適正化をさらに推進するとともに、
　　安定した財政運営に努めてまいります。



〒780－8501
高知市本町4－2－40 ニッセイ高知ビル6F
TEL 088－820－6010（代表）

協会けんぽ高知支部では、健康経営に取り組む事業所をサポートする事業「健康経営『高知家』
プロジェクト」を推進しています。

事業所全体で健康づくり 
「健康経営」に取り組んでみませんか？

健康企業宣言をし、
健康経営に取り組むと…

※「健康経営」は特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

退職された方や被扶養者でなくなった方が、保険証を返却せずにそのまま医療機関等を受診するケース
（無資格受診）が多発しています。無効となった保険証はすみやかにご返却ください。

健康経営で期待できる３つのメリット
リスクマネジメント

社内体制強化による
事故・労災の防止

健康経営優良法人の申請が可能になります！
今年度も、健康経営優良法人 2023認定に向けた情報が公開されました。
健康経営優良法人に認定されると、従業員や求職者、関係企業や金融機関などから「従業員
の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取り組んでいる法人」として社会的に評価を受ける
ことができます。

詳しくは経済産業省のHP 掲載の「健康経営優良法人認定制度とは」をご覧ください。

健康経営に
取り組めば、

さ
ら
に

生産性の向上

社員の安定雇用
（長期休養・退職の防止）
による生産性向上

事業所が「健康経営に取り組みます！」と
宣言することです。詳しくはこちらから ➡健康企業宣言とは？

退職される方等の保険証は、必ず回収し返却してください。

企業価値の向上

福利厚生の充実や
「従業員を大切にする」
という企業イメージの定着

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、申請書は郵送でのご提出をお願いします。

申請書はすべて郵送で受付しています。

送付先：780-8501　協会けんぽ 高知支部
（郵便番号を記載した場合、住所の記載を省略できます。）


